
 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構高度解析センター利用要領 

 

２８解析第０１０１０２号 

平成２８年４月１日 

 

（目的） 

第１条 この要領は、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構（以下、「農研機構」とい

う。）の高度解析センター（以下、「センター」という。）の施設及び設置されている機器（以

下、「施設等」という。）の利用に関する基本事項を定め、センターの効率的な利用を図ることを

目的とする。 

 

（運営責任者） 

第２条 センターは、次の各号ごとに運営責任者を置き、施設等の利用に関する管理を行わせるもの

とする。 

 一 生理活性物質解析チームに関する施設等 

 二 ゲノム情報大規模解析チームに関する施設等 

 三 生体高分子解析チームに関する施設等 

 四 環境化学物質解析チームに関する施設等 

２ 前項の運営責任者は、高度解析センター長（以下、「センター長」という。）が指名するものと

する。 

３ 運営責任者は、施設等の利用状況及び利用申請状況を把握し、効率的に利用の調整を図るものと

する。 

４ 運営責任者は、施設等の利用及びその他の運営に関わる事項について適切な指導を行うものとす

る。 

５ 運営責任者は、半年に一度施設等の利用状況をとりまとめセンター長に報告するものとする。 

 

（利用者の範囲） 

第３条 施設等を利用できる者は、次の各号に該当する者とする。 

一 センター職員 

二 センター以外の農研機構職員 

三 民間、都道府県、大学、国及びその他の独立行政法人等で試験研究に従事する職員で農研機構

と共同で研究を実施する者 

四 前各号に掲げる者のほかセンター長が適当と認めた者 

 

（利用の申請） 

第４条 前条第２～４号に掲げた者が、施設等を利用しようとする場合は、様式１又は様式２による

利用申請書をセンター長に提出し、許可を得るものとする。 

２ 利用期間が年度をまたがる場合、年度ごとに申請書を提出するものとする。 

３ センター長は、前項の承認を受けた者が次のいずれかに該当すると認めた時は、その利用を変更

し、あるいは承認を取り消すことができるものとする。 



 

一 この要領に違反した場合 

二 施設等の運営に重大な支障を与えた場合 

三 施設等における研究等の継続が困難になった場合 

四 利用期間を変更する必要が生じた場合 

 

（利用者の義務） 

第５条 前第４条第 1項で許可を得て施設等を利用する者（以下、「利用者」という。）は、善良の注意

をもって、運営責任者の指示に従い利用しなければならない。 

２ 利用者は、故意または重大な過失により施設等に損害を与えた場合は、その損害を賠償するものと

する。 

３ 利用者は、利用終了時には、原則として現状回復するものとする。 

 

（費用の負担） 

第６条 利用者は、施設等の利用ならびに現状回復に係る経費を負担するものとする。センター長が認

める場合は、これを免除できるものとする。 

 

（成果の公表及び利用報告） 

第７条 利用者は、施設等利用により得た情報、研究成果等を公表しようとする場合は、施設等を利用

した事実を記載するものとする。 

２ 利用者は、利用終了時又は年度末に、様式３又は様式４による利用報告書をセンター長に提出する

ものとする。 

 

（利用に係る事務） 

第８条 施設等の利用に係る事務は、高度解析センター運営室が行うものとする。 

 

（その他） 

第９条 この要領に定めるもののほか、必要な事項はセンター長が別に定める。 

 

附則 

１ この要領は、平成２８年４月１日から実施する。 

  



 

様式１（第４条第１項関係）（農研機構職員の場合） 

＊利用者毎に提出。注意書き（青字）は削除し、様式全体を A4 用紙 1 枚に収めること。 

高度解析センター施設等利用申請書 

平成  年  月  日 

高度解析センター長 殿 

（申請者）所属・役職名 

氏    名                印 

                      所属領域長名                印 

＊申請者は常勤職員（職員就業規則の適用を受ける職員）に限る。 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構高度解析センター利用要領第４条に基づき、下記

のとおり利用の申請をいたします。 

記 

１．利用者 所属・役職名 

氏    名 

電話番号            電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 

２．利用分野 □ 生理活性物質解析   □ ゲノム情報大規模解析 

□ 生体高分子解析    □ 環境化学物質解析 

３．利用期間 平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 

４．研究課題名 ＊中課題名及び課題番号を記載すること。 

 

５．利用内容 ＊利用機器・施設名及び利用内容を記載すること。 

 

 

 

 

 

 

６．危険物・法規制等のある研究試料等の有無： □有  □無 
＊有無に関わらずチェックシート（別紙）を添付すること。 

 

 

 

 

 

許可番号          

高度解析センター施設等利用許可書 

 

上記の利用について許可します。 

平成  年  月  日 

高度解析センター長 

承

認

印  

センター長 チーム長 

 

 
確

認

印 

運営担当 

 



 

様式２（第４条第 1項関係）（共同研究者の場合） 

＊利用者毎に提出。注意書き（青字）は削除し、様式全体を A4 用紙 1 枚に収めること。 

高度解析センター施設等利用申請書 

平成  年  月  日 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 

高度解析センター長 殿 

利用者機関名 

代表者役職名 

代表者氏名              印 

＊利用者が所属する機関側の共同研究等の代表者を記載すること。 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構高度解析センター利用要領第４条に基づき下記の

とおり利用の申請をいたします。 

記 

１．利用者 所属・役職名 

氏    名 

住  所 

電話番号            電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ 

２．利用分野 □ 生理活性物質解析   □ ゲノム情報大規模解析 

□ 生体高分子解析    □ 環境化学物質解析 

３．利用期間 平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 

４．研究課題名 ＊共同研究契約書、競争的研究資金制度等における研究計画書等に記載された研究課

題名と同一とし、課題名の前に（共同研究）、（プロジェクト名）等を記載すること。 

５．利用内容 ＊利用機器・施設名及び利用内容について記載すること。 

 

 

 

６．共同研究者 所属・役職名  ＊農研機構側の共同研究等の代表者を記載すること。 

氏    名 

７．危険物・法規制等のある研究試料等の有無： □有  □無 
＊有無に関わらずチェックシート（別紙）を添付すること。 

 

 

 

 

 

許可番号          

高度解析センター施設等利用許可書 

上記の利用について許可します。 

平成  年  月  日 

高度解析センター長 

承

認

印  

センター長 チーム長 

 

 
確

認

印 

運営担当 

 



 

様式３（第７条第２項関係）（農研機構職員の場合） 

＊利用者毎に提出。注意書き（青字）は削除すること。 

高度解析センター施設等利用報告書 

平成  年  月  日 

国立研究開発法人 

農業・食品産業技術総合研究機構 

高度解析センター長 殿 

所属・役職名 

氏    名                印 

                      所属領域長名                印 

＊申請者の所属、氏名等を記載すること。 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構高度解析センター利用要領第７条に基づき下記の

とおり報告します。 

 

記 

 

１．許可番号 

 

２．利用者 

所属・役職 

氏   名 

 

３．利用期間   平成  年  月  日～ 平成  年  月  日 

 

４．研究課題名 

 

５．利用分野名 

 

６．結果の概要 

① 

② 

③ 

 

７．危険物・法規制等のある研究試料等の安全管理状況 

  ＊高圧ガスボンベ・薬品の使用及び保管，廃液処理，法規制試料の使用及び保管状況を記載 

 

 

８．研究成果等(論文、学会発表、特許など(予定を含む)) 

  



 

様式４（第７条第２項関係）（共同研究者の場合） 

＊利用者毎に提出。注意書き（青字）は削除すること。 

高度解析センター施設等利用報告書 

平成  年  月  日 

国立研究開発法人 

農業・食品産業技術総合研究機構 

高度解析センター長 殿 

 

利用者機関名 

代表者氏名              印 

＊利用者が所属する機関側の共同研究等の代表者を記載すること。 

国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構高度解析センター利用要領第７条に基づき下記の

とおり報告します。 

 

記 

 

１．許可番号 

 

２．利用者 

所属・役職 

氏   名 

 

３．利用期間   平成  年  月  日～ 平成  年  月  日 

 

４．研究課題名 

 

５．利用分野名 

 

６．結果の概要 

① 

② 

③ 

 

７．危険物・法規制等のある研究試料等の安全管理状況 

  ＊高圧ガスボンベ・薬品の使用及び保管，廃液処理，法規制試料の使用及び保管状況を記載 

 

 

８．研究成果等(論文、学会発表、特許など(予定を含む)) 

 


